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▲ロープは手で引かず、板を腰につけ、その先のひも
　を網につながるロープにひっかけて引く。この方
　法を「コシビキ」といい、これにより網を移動させ
　ていく。 

▲大漁を予感させる網の重さ
　に漁師たちの網を引く手に
　も力が入る。 

▲網を引き上げると中には
　大きなコイやフナ、ワカ
　サギがいっぱい。 

　
こ
の
日
は
、小
川
原
湖
漁
業
組
合（
沼
辺
武
志

組
合
長
）の
漁
師
ら
約
五
十
人
が
参
加
し
て
午

前
と
午
後
の
二
回
行
わ
れ
、岸
か
ら
約
一
　
の

沖
合
い
で
、厚
さ
約
三
十
　
の
氷
に
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
縦
約
三
ｍ
、横
約
五
ｍ
の
穴（
入
れ
穴
）

を
開
け
、長
さ
約
三
百
ｍ
の
魚
網
を
投
入
。左
右

に
約
二
十
五
ｍ
間
隔
で
穴
を
開
け
、「
サ
オ
ト
オ

シ
」と
呼
ば
れ
る
長
い
竿
に
ロ
ー
プ
を
つ
け
、穴

か
ら
穴
へ
と
押
し
流
し
な
が
ら
ロ
ー
プ
を
移
動

さ
せ
、「
コ
シ
ビ
キ
」と
言
わ
れ
る
方
法
で
網
を

垂
直
方
向
に
移
動
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、徐
々
に
網
を
せ
ば
め
な
が
ら
魚
を

追
い
込
み
、最
後
に
縦
約
四
ｍ
、横
約
十
ｍ
の
穴

（
揚
げ
穴
）か
ら
網
を
引
き
揚
げ
ま
し
た
。 

　
作
業
は
そ
れ
ぞ
れ
約
三
時
間
で
終
了
し
、午

前
は
大
き
な
コ
イ
や
フ
ナ
、午
後
は
ウ
グ
イ
な

ど
が
た
く
さ
ん
網
に
か
か
り
ま
し
た
。 

　
沼
辺
組
合
長
に
昔
の
漁
の
様
子
を
伺
う
と

　
沼
辺
組
合
長
に
昔
の
漁
の
様
子
を
伺
う
と「
昔
「
昔

の
氷
下
曳
網
漁
は
十
二
〜
三
人
が
一
組
で
作
業

の
氷
下
曳
網
漁
は
十
二
〜
三
人
が
一
組
で
作
業

し
、
し
、コ
シ
ビ
キ
も
四
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
引
い
た
。

コ
シ
ビ
キ
も
四
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
引
い
た
。

機
械
な
ど
も
な
く
、

機
械
な
ど
も
な
く
、氷
に
穴
を
開
け
る
の
も
オ
ノ
、

氷
に
穴
を
開
け
る
の
も
オ
ノ
、

移
動
も
徒
歩
。

移
動
も
徒
歩
。き
つ
い
作
業
だ
っ
た
が
生
活
の

き
つ
い
作
業
だ
っ
た
が
生
活
の

た
め
、

た
め
、皆
真
剣
だ
っ
た
」

皆
真
剣
だ
っ
た
」と
話
し
、

と
話
し
、「
漁
師
だ
け
で

「
漁
師
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け
で

は
な
く
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は
な
く
、小
川
原
湖
の
伝
統
漁
法
を
知
ら
な
い
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の
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法
を
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い

町
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が
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な
っ
て
き
て
い
る
。

町
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が
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な
っ
て
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て
い
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。こ
の
よ
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な

こ
の
よ
う
な

漁
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が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

漁
法
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

し
て
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ま
し
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。 
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小
川
原
湖
の
伝
統
漁
法
五
年
ぶ
り
に
復
活 

氷
下
曳
網
漁 
氷
下
曳
網
漁 

　
氷
の
下
に
網
を
入
れ
て
漁
を
す
る「
氷
下
曳（
し
が
び
き
）網
漁
」が
二
月
十
四

日
、小
川
原
湖
で
五
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
氷
下
曳
網
漁
は
、秋
田
県
八
郎
潟
の
漁
師
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
冬

の
伝
統
漁
法
で
、昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
湖
周
辺
に
生
活
す
る
漁
師
が
親
か
ら
子

へ
と
伝
え
続
け
て
き
ま
し
た
。 

▲左右の網の先のロープには「サオトオシ」
　という長さ約25mのサオがつながれ、
　約25m間隔で開けられた穴から穴へ氷
　の下を送られていく。サオは真っすぐ
　に送らなければならないため、漁師の
　腕の見せどころ。 

▲穴は一直線に開けられ、その距離は漁
　師が歩幅で決める。距離が長すぎると
　サオが届かず、短いとその分穴をあけ
　なければならない。 

▲氷の下を通るサオ
　をさぐり、ロープ
　を引き出す。 
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町
で
は
二
月
八
日
、豪
雪
対
策
本

部（
本
部
長
・
竹
内
亮
一
町
長
）を
設

置
し
ま
し
た
。 

　
町
内
に
は
四
か
所
に
積
雪
観
測

所
が
あ
り
、
二
月
八
日
現
在
、
乙
供

で
七
十
七
　
、千
曳
が
百
二
十
六
　

と
警
戒
積
雪
値
を
超
え
、残
り
の
上

北
、水
喰
も
警
戒
積
雪
値
ま
で
あ
と

十
　
ほ
ど
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。 

　
町
で
は
今
後
、町
消
防
団
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、お
年
寄

り
世
帯
を
中
心
に
警
戒
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
な
ど
総
合
的
な
雪
害
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

ニホンミズシタダミ ニホンミズシタダミ 

除雪作業の様子 除雪作業の様子 

子どもの安全を守る町民大会 子どもの安全を守る町民大会 子どもの安全を守る町民大会 
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乙供で77cm、千曳が126cmと 乙供で77cm、千曳が126cmと 
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昨
年
十
月
に
県
な
ど
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
町
と
小
川
原
湖
漁
協
が

実
施
し
た
小
川
原
湖
底
質
調
査
で
、

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
る
巻
貝「
ニ
ホ
ン

ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
」と
準
絶
滅
危
惧
種

に
分
類
さ
れ
る「
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
」の

小
川
原
湖
で
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、

一
月
二
十
四
日
に
開
か
れ
た
報
告
会

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
調
査
は
、十
五
・
十
六
年
の
シ

ジ
ミ
・
シ
ラ
ウ
オ
な
ど
の
不
漁
・
成
長

不
良
の
原
因
を
探
る
た
め
に
実
施
。

湖
内
の
十
三
地
点
で
湖
底
の
泥
を
採

取
し
、分
析
を
進
め
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の「
ニ
ホ
ン
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
」は
、

直
径
七
｠
ほ
ど
の
平
た
い
体
形
を
し

た
巻
貝
。北
海
道
で
は
多
く
見
ら
れ

ま
す
が
、本
州
で
は
芦
ノ
湖
な
ど
三

か
所
で
確
認
さ
れ
た
希
少
種
で
、同

湖
で
は
広
く
出
現
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
」は
全
国
的

に
分
布
す
る
も
の
の
、生
息
数
は
減

少
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
こ
の
ほ
か
報
告
会
で
は
、砂
土
路

川
な
ど
か
ら
生
活
排
水
や
農
業
用
水

が
流
れ
込
む
湖
の
南
側
で
は
ヘ
ド
ロ

化
が
進
み
、シ
ジ
ミ
が
生
息
し
に
く

く
、北
側
で
は
太
平
洋
が
近
く
湖
水

の
循
環
が
行
わ
れ
、シ
ジ
ミ
の
生
息

し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
の
調
査
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
竹
内
町
長
は「
調
査
を
来
年
度
以

降
も
実
施
し
、調
査
デ
ー
タ
を
公
開

し
て
、た
く
さ
ん
の
人
々
の
知
恵
を

借
り
な
が
ら
湖
の
環
境
を
守
っ
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。 

安全確保宣言を読み上げる松本さん 

ニ
ホ
ン
ミ
ズ
シ
タ
ダ
ミ
 

モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
 

警戒積雪値を超える 警戒積雪値を超える 

mm

町
職
員
や
社
協
職
員
に
よ
る 

一
人
暮
ら
し
老
人
宅
の
除
雪
作
業 

▲ 



地
域
一
丸
と
な
っ
て

地
域
一
丸
と
な
っ
て
 

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
 

4

ニホンミズシタダミ 

除雪作業の様子 

子どもの安全を守る町民大会 子どもの安全を守る町民大会 子どもの安全を守る町民大会 子どもの安全を守る町民大会 
地
域
一
丸
と
な
っ
て

地
域
一
丸
と
な
っ
て
 

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
 

地
域
一
丸
と
な
っ
て

地
域
一
丸
と
な
っ
て
 

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
 

地
域
一
丸
と
な
っ
て
 

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
 

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
登
載
 

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
登
載
 

湖
底
調
査
で
生
息
確
認
 

湖
底
調
査
で
生
息
確
認
 

　
平
成
十
八
年
子
ど
も
の
安
全
を
守

る
町
民
大
会
が
一
月
二
十
九
日
、東

北
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、町
民
ら
約
三
百
人
が
参
加
し

て
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
町
で
は
昨
年
、児
童
・
生
徒
が
不
審

者
に
声
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
三
件
の

事
件
が
発
生
。全
国
的
に
子
ど
も
を

狙
っ
た
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、町
教
育
委
員
会
が
子
ど
も

の
安
全
を
地
域
全
体
に
呼
び
か
け
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
と

開
か
れ
た
も
の
で
す
。 

　
大
会
で
は
、七
戸
署
刑
事
生
活
安

全
課
の
海
老
川
順
課
長
が「
子
ど
も

を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
」と
題
し

て
講
演
。不
審
者
対
策
と
し
て
、①
自

分
の
子
ど
も
だ
け
で
な
く
地
域
の
子

ど
も
も
一
緒
に
車
で
送
迎
す
る
②
近

所
の
方
と
の
井
戸
端
会
議
を
復
活
さ

せ
、不
審
者
に
目
を
光
ら
せ
る
③
地

域
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
す
る
こ
と
な

ど
地
域
住
民
が
危
機
感
を
持
ち
、今

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、住
民
を
代
表
し
て
南
町

行
政
連
絡
員
の
松
本
良
一
さ
ん
が「『
子

ど
も
の
命
を
守
る
』責
任
は
私
た
ち

大
人
に
あ
る
。『
子
ど
も
の
命
を
守
る
』

た
め
に
地
域
に
住
む
私
た
ち
が
一
丸

と
な
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う
」と
安
全

確
保
宣
言
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。 

　
町
で
は
今
後
、子
ど
も
の
安
全
対

策
と
し
て
、地
域
関
係
者
で
学
校
ご

と
に「
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

を
結
成
し
、防
犯
対
策
を
強
化
す
る

ほ
か
、来
年
度
か
ら
は
、通
学
路
の
防

犯
灯
の
増
設
や
児
童
生
徒
の
避
難
場

所
の
確
保
、学
校
の
空
き
教
室
を
利

用
し
た「
高
齢
者
教
室
」や
学
童
保
育

事
業
と
の
併
設
で「
学
習
塾（
仮
称
）」

の
開
設
、衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
）機
能
の
つ
い
た
防
犯
ブ
ザ
ー

の
導
入
な
ど
積
極
的
に
防
犯
対
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

安全確保宣言を読み上げる松本さん 安全確保宣言を読み上げる松本さん 
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◆
千
曳
小
学
校
 

▽
清
水
目
亮（
六
年
）▽
榎
本
盟（
同
）

▽
荒
木
光
輝
（
二
年
）
▽
荒
木
元
晴

（
五
年
）
▽
平
田
歓
多
（
三
年
）
▽
北

村
涼（
六
年
）▽
横
山
兄
太（
三
年
） 

◆
水
喰
小
学
校
 

▽
野
田
頭
北
東（
二
年
） 

◆
上
北
中
学
校
 

▽
蛯
名
一
樹
（
三
年
）
▽
蛯
名
つ
ぐ

み
（
二
年
）
▽
沼
澤
用
子
（
同
）
▽
町

屋
綾
香
（
同
）
▽
宮
里
衿
花
（
同
）
▽

市
川
裕
美（
同
）▽
小
笠
原
幸
美（
同
）

▽
蛯
名
瞳
（
同
）
▽
新
舘
央
理
（
同
）

▽
森
田
結
希
（
同
）
▽
蛯
名
菜
々
子

（
一
年
）
▽
石
田
倭
子
（
同
）
▽
笹
原

美
笛
（
同
）
▽
沼
村
菜
摘
（
同
）
▽
鈴

木
風
子
（
同
）
▽
沼
尾
知
紗
（
同
）
▽

沼
山
な
な
み（
同
）▽
和
田
幸
恵（
同
）

▽
内
山
翔
平
（
三
年
）
▽
新
山
禎
仁

（
同
）
▽
和
田
雄
二
（
同
）
▽
坂
本
啓

悟
（
同
）
▽
工
藤
洋
輔
（
同
）
▽
鶴
ヶ

崎
貢
平
（
同
）
▽
和
田
春
幸
（
同
）
▽

工
藤
康
輔（
一
年
）▽
和
田
咲
綺（
二

年
）
▽
和
田
恵
里
香
（
同
）
▽
町
屋

あ
ゆ
み（
同
）▽
佐
々
木
春
香（
一
年
）

▽
二
ツ
森
加
奈
（
同
）
▽
阿
部
勇
治

（
三
年
）
▽
小
笠
原
大
地
（
同
）
▽
冨

岡
拓
斗
（
同
）
▽
沼
澤
直
幸
（
二
年
）

▽
和
田
恭
平（
三
年
）▽
蛯
名
陸（
同
）

▽
小
笠
原
隼（
同
）▽
中
村
幸
雄（
同
）

▽
小
笠
原
理
文
（
同
）
▽
相
馬
健
太

（
二
年
）
▽
作
田
健
人
（
同
）
▽
蛯
名

遼
（
同
）
▽
福
田
正
徳
（
同
）
▽
冨
岡

翔
太
郎
（
同
）
▽
佐
々
木
佑
磨
（
同
）

▽
小
笠
原
琢
（
同
）
▽
佐
々
木
義
信

（
三
年
）
▽
中
居
寿
々
菜
（
二
年
）
▽

野
田
智
美（
一
年
）▽
新
山
紗
希（
二

年
）▽
蛯
名
亜
里
紗（
一
年
） 

◆
東
北
東
中
学
校
 

▽
野
田
頭
英
孝
（
三
年
）
▽
鶴
ヶ
崎

志
乃
（
同
）
▽
吹
越
智
子
（
同
）
▽
吹

越
今
日
子（
二
年
）▽
沼
辺
翔
太（
同
） 

◆
東
北
中
学
校
 

▽
成
田
渉
（
三
年
）
▽
大
久
保
一
茂

（
同
）
▽
大
久
保
幹
也
（
同
）
▽
北
村

翔
平
（
同
）
▽
蛯
名
聡
勝
（
二
年
）
▽

江
刺
家
悠
大（
一
年
）▽
黒
川
遼（
同
）

▽
久
保
田
良
教
（
同
）
▽
小
坂
恭
平

（
同
）
▽
土
橋
祥
也
（
三
年
）
▽
小
川

寅
勝
（
同
）
▽
上
野
大
一
（
同
）
▽
上

田
浩
輝
（
同
）
▽
久
保
田
清
貴
（
同
）

▽
蛯
沢
亮
磨（
同
）▽
蛯
澤
珠
江（
同
）

▽
千
秋
恵（
一
年
）▽
黒
川
陸（
三
年
）

▽
中
村
大
和
（
同
）
▽
米
内
山
浩
史

（
同
）
▽
木
村
浩
平
（
同
）
▽
松
山
勁

斗
（
同
）
▽
高
田
龍
弥
（
二
年
）
▽
村

居
拓
弥
（
一
年
）
▽
附
田
修
宏
（
同
）

▽
岡
山
瑞
紀
（
二
年
）
▽
前
野
恵
里

（
同
）
▽
前
野
有
紀
（
三
年
）
▽
中
山

幸
司
（
同
）
▽
大
杉
裕
輝
（
二
年
）
▽

枋
木
司
（
同
）
▽
北
村
光
聖
（
同
）
▽

高
田
幸
貴
（
同
）
▽
新
岡
将
成
（
同
）

▽
鳥
谷
部
絵
理
香
（
三
年
）
▽
横
川

真
美
子（
二
年
）▽
小
林
奈
央（
一
年
） 

受賞した小学生の皆さん 受賞した中学生の皆さん 受賞した中学生の皆さん 

平成17年度町教育委員会表彰式 平成17年度町教育委員会表彰式 平成17年度町教育委員会表彰式 平成17年度町教育委員会表彰式 受賞おめでとうございます！ 受賞おめでとうございます！ 
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◆
第
一
小
学
校
　
 

▽
四
戸
優
大
（
二
年
）
▽
太
田
絵
理

子
（
同
）
▽
佐
々
木
郁
美
（
六
年
）
▽

阿
部
愛
美（
同
）▽
阿
部
優
貴
子（
四

年
） 

◆
上
北
小
学
校
 

▽
佐
藤
梓（
六
年
）▽
新
山
昌
悟（
同
）

▽
岩
城
汐
那
（
同
）
▽
岡
山
蓮
（
同
）

▽
蛯
名
香
菜
子
（
同
）
▽
沼
山
詩
織

（
同
）
▽
千
葉
明
日
香
（
同
）
▽
野
村

美
樹
（
同
）
▽
阿
部
美
沙
紀
（
五
年
）

▽
沼
尾
悠
希（
同
）▽
和
田
祐
実（
同
）

▽
沼
辺
結
（
同
）
▽
高
田
真
衣
（
同
）

▽
坂
本
夏
菜
（
四
年
）
▽
米
内
山
咲

希
（
同
）
▽
蛯
名
紗
彩
（
同
）
▽
工
藤

夏
美
（
同
）
▽
沼
村
桃
花
（
同
）
▽
米

内
山
愛
望（
同
）▽
和
田
佳
奈
実（
同
）

▽
野
田
志
織（
同
）▽
野
田
知
令（
五

年
）▽
蛯
名
捺
美（
同
）▽
佐
藤
陸（
同
）

▽
桑
野
夏
岐（
同
）▽
簗
川
理
沙（
二

年
）
▽
甲
田
磨
美
（
六
年
）
▽
川
村

翔
（
三
年
）
▽
和
田
莉
佳
（
同
）
▽
中

村
寿
子（
五
年
）▽
蛯
名
安
奈（
六
年
） 

◆
小
川
原
小
学
校
 

▽
坂
本
純
平
（
六
年
）
▽
小
笠
原
卓

哉
（
同
）
▽
沼
田
祐
樹
（
五
年
）
▽
榊

洸
佑
（
同
）
▽
沼
澤
大
斗
（
同
）
▽
沼

尾
拓
海（
二
年
）▽
沼
村
有
佑
子（
六

年
）
▽
沼
山
翔
（
五
年
）
▽
小
笠
原

慶（
二
年
）▽
沼
田
莉
子（
同
） 

◆
甲
地
小
学
校
 

▽
鶴
ヶ
崎
夏
希
（
五
年
）
▽
鶴
ヶ
崎

奈
々
子（
六
年
） 

◆
蛯
沢
小
学
校
 

▽
櫻
井
文
也（
六
年
）▽
蓬
畑
叶（
一

年
）
▽
向
井
冬
子
（
三
年
）
▽
川
口

侑
華
（
四
年
）
▽
石
田
友
莉
（
五
年
）

▽
蓬
畑
里
帆（
同
）▽
大
鷹
愛（
六
年
）

▽
笹
倉
桃
子（
同
）▽
本
間
大
貴（
二

年
）
▽
枋
木
駿
亮
（
三
年
）
▽
松
橋

拓
巳
（
四
年
）
▽
鈴
木
高
太
郎
（
同
）

▽
向
井
勇
太
（
五
年
）
▽
澤
田
宣
拓

（
六
年
）
▽
漆
畑
義
樹
（
同
）
▽
岩
清

水
慶
多（
三
年
）▽
上
崎
都
磨
紗（
六

年
）
▽
久
保
田
泰
知
（
同
）
▽
蛯
名

恒
貴
（
同
）
▽
蛯
沢
伸
（
同
）
▽
長
尾

泰
尚
（
五
年
）
▽
千
秋
源
次
（
同
）
▽

二
ツ
森
朱（
一
年
）▽
乙
供
大
輔（
六

年
）▽
中
村
郁
馬（
同
）▽
松
山
翼（
同
）

▽
乙
部
祥
太（
五
年
）▽
松
山
淳（
四

年
）
▽
岡
山
眞
唯
（
六
年
）
▽
乙
部

楓
（
同
）
▽
向
井
真
奈
美
（
同
）
▽
中

村
雅
人（
同
） 

  

　
平
成
十
七
年
度
東
北
町
教
育
委

員
会
表
彰
式
が
一
月
二
十
六
日
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
活
躍
し

た
町
内
の
小
・
中
学
生
百
八
十
二
名

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
） 

◎
教
育
委
員
会
奨
励
賞 

受賞した小学生の皆さん 受賞した小学生の皆さん 受賞した中学生の皆さん 

平成17年度町教育委員会表彰式 平成17年度町教育委員会表彰式 平成17年度町教育委員会表彰式 受賞おめでとうございます！ 受賞おめでとうございます！ 受賞おめでとうございます！ 
文化・スポーツ部門で活躍した小学生88人、中学生94人が受賞！ 
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上
北
小
学
校

上
北
小
学
校
で 

　
紫
黒
米

　
紫
黒
米
の
も
ち
つ
き
大
会
大
会 

上
北
小
学
校

上
北
小
学
校
で 

　
紫
黒
米

　
紫
黒
米
の
も
ち
つ
き
大
会
大
会 

上
北
小
学
校
で 

　
紫
黒
米
の
も
ち
つ
き
大
会 

寒
い
冬
も
雪
も
何
の
そ
の
！ 

　
　
　
雪

　
　
　
雪
の
上
で
親
子
親
子
が
ハ
ッ
ス
ル
！ 

若
い
力
で
地
域
地
域
に
貢
献
貢
献 

　
南
町
青
年
団

　
南
町
青
年
団
が
地
域
地
域
で
雪
か
雪
か
き 

　
第
三
十
二
回
上
北
町
子
ど
も
会

ま
つ
り
が
一
月
二
十
九
日
、南
総
合

運
動
公
園
多
目
的
運
動
場
で
開
か
れ
、

町
内
か
ら
九
チ
ー
ム
、約
三
百
人
の

親
子
が
参
加
し
て
雪
上
で
の
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、選
手
を
代
表
し
て
上

野
地
区
の
和
田
慎
也
く
ん
と
蛯
名

香
菜
子
さ
ん
が「
突
き
刺
さ
る
寒
さ

に
も
負
け
ず
熱
い
魂
で
戦
い
ま
す
」

と
元
気
に
宣
誓
し
て
、競
技
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
競
技
で
は
大
人
と
子
ど
も
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
勝
負
の「
親
子
の
輪
」

や「
人
馬
一
体
リ
レ
ー
」な
ど
の
ほ
か
、

他
の
チ
ー
ム
よ
り
高
く
雪
を
積
み

上
げ
る
「
雪
の
柱
」
や
「
綱
引
き
」
な

ど
九
種
目
で
熱
戦
を
展
開
し
、参
加

者
た
ち
は
寒
さ
に
負
け
ず
、楽
し
そ

う
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。 

◎
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

▽
優
勝
‐
小
川
原
▽
準
優
勝
‐
旭
町

▽
第
三
位
‐
新
南
連
合
④
花
本
連
合

⑤
上
野
⑥
第
一
小
⑦
栄
町
⑧
新
山
 

寒
い
冬
も
雪
も
何
の
そ
の
！ 

　
　
　
雪

　
　
　
雪
の
上
で
親
子
親
子
が
ハ
ッ
ス
ル
！ 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
１
年
生
に
な
る
ぞ
！ 

　
　
　
　
　
　
　
　  

入
学
お
め
で
と
う
大
会 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
１
年
生
に
な
る
ぞ
！ 

　
　
　
　
　
　
　
　  

入
学
お
め
で
と
う
大
会 

　
南
町
青
年
団
（
大
坂
隆
洋
部
長
）

は
二
月
五
日
、同
地
区
で
除
雪
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、若
い
力
で
地
域
に
貢
献

し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、同
団

で
は
こ
の
他
に
も
清
掃
奉
仕
活
動

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、団
員
約
二
十
名
が
二

班
に
分
か
れ
て
集
会
所
や
お
年
寄

り
宅
八
軒
な
ど
を
回
り
、重
機
や
ス

コ
ッ
プ
を
使
っ
て
積
も
っ
た
雪
を

片
付
け
て
い
ま
し
た
。 

　
雪
を
片
付
け
て
も
ら
っ
た
お
年

寄
り
は「
雪
が
固
ま
っ
て
歩
き
づ
ら

か
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
」と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
上
北
小
学
校
（
工
藤
富
男
校
長
）

で
一
月
三
十
一
日
、紫
黒
米
を
使
っ

た
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
紫
黒
米
は
、八
甲
田
農
協
黒

米
栽
培
研
究
会
の
協
力
を
得
て
同

校
の
五
年
生
が
一
年
か
け
て
収
穫

し
た
も
の
で
、
も
ち
つ
き
に
は
、
五

年
生
や
同
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
、児

童
の
父
母
ら
約
百
人
が
参
加
。児
童

た
ち
は
、「
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
、交
代
で
赤
紫

色
の
も
ち
を
つ
き
あ
げ
、つ
き
た
て

の
お
も
ち
に
、
あ
ん
こ
を
か
け
て
、

全
校
児
童
で
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

若
い
力
で
地
域
地
域
に
貢
献
貢
献 

　
南
町
青
年
団

　
南
町
青
年
団
が
地
域
地
域
で
雪
か
雪
か
き 
若
い
力
で
地
域
に
貢
献 

　
南
町
青
年
団
が
地
域
で
雪
か
き 

寒
い
冬
も
雪
も
何
の
そ
の
！ 

　
　
　
雪
の
上
で
親
子
が
ハ
ッ
ス
ル
！ 元気いっぱいにダンスを披露 

今春小学校に入学する子どもたち 

みんなで交通ルールを学びました 

ソリがうまく進まない？「ラッコレース」 ソリがうまく進まない？「ラッコレース」 

チームワークが勝負の鍵！「親子の輪」 チームワークが勝負の鍵！「親子の輪」 

みんなで楽しくもちつき みんなで楽しくもちつき 

除雪ボランティアに汗を流す団員 除雪ボランティアに汗を流す団員 
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町
教
育
委
員
会
主
催
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入
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と
う
大
会
が
一
月
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三
日
、
コ
ミ
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ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
今
春
小
学
校
に

入
学
す
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子
ど
も
た
ち
七
十
六

人
が
参
加
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て
、
交
通
安
全
教

室
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ダ
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が
ら
、
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膨
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催
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。
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受
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取
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除雪ボランティアに汗を流す団員 



11

文
化
財
を
火
災
か

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ら
守
ろ
う 

　
新
舘
神
社

　
新
舘
神
社
で
消
防
訓
練

消
防
訓
練 

文
化
財
を
火
災
か

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ら
守
ろ
う 

　
新
舘
神
社

　
新
舘
神
社
で
消
防
訓
練

消
防
訓
練 

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う 

　
新
舘
神
社
で
消
防
訓
練 
貴
重
貴
重
な
財
産
を
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水
喰
地
区

　
　
水
喰
地
区
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訓
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文
化
財
防
火
訓
練 
貴
重
な
財
産
を
み
ん
な
で
守
ろ
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水
喰
地
区
で
文
化
財
防
火
訓
練 

交
通
交
通
・
防
犯
指
導
隊

防
犯
指
導
隊 

　
　
　
　
　
合
同
査
閲
式

　
　
　
　
　
合
同
査
閲
式 

　
東
北
消
防
署
と
町
東
北
地
区
消

防
団
に
よ
る
文
化
財
防
火
訓
練
が

一
月
二
十
七
日
、水
喰
地
区
学
習
供

用
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
に
は
、住
民
ら
約
六
十
人
が

参
加
。「
住
民
が
神
楽
の
練
習
中
同

セ
ン
タ
ー
内
台
所
か
ら
出
火
。館
内

に
は
貴
重
な
財
産
で
あ
る
獅
子
頭

三
体
が
保
管
さ
れ
、一
名
が
逃
げ
遅

れ
た
」
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
消
防

署
や
消
防
団
か
ら
消
防
車
が
出
動

し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
た
ち
は
、
救
助
・
救
急
や

文
化
財
の
搬
出
、消
火
器
を
使
っ
た

消
火
訓
練
な
ど
を
し
て
防
火
へ
の

意
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

　
一
月
二
十
六
日
の「
文
化
財
防
火

デ
ー
」に
合
わ
せ
て
上
北
消
防
署
と

町
上
北
地
区
消
防
団
の
文
化
財
消

防
訓
練
が
一
月
二
十
五
日
、新
舘
神

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
に
は
、署
員
や
団
員
ら
約
五

十
人
、消
防
・
救
急
車
両
五
台
が
出
動
。

地
震
に
よ
り
神
社
か
ら
出
火
し
た

と
の
想
定
で
行
わ
れ
、通
報
を
受
け

た
署
員
ら
は
神
社
へ
と
集
ま
り
、負

傷
者
を
救
出
し
、救
急
車
へ
と
搬
送

し
た
ほ
か
、貴
重
な
文
化
財
を
屋
外

へ
運
び
出
す
な
ど
迅
速
に
対
応
し
、

万
が
一
へ
の
備
え
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
。 

反
射
材
を
貼

反
射
材
を
貼
っ
て 

　
　
　
交
通
事
故
を
防

　
　
　
交
通
事
故
を
防
ご
う 

反
射
材
を
貼

反
射
材
を
貼
っ
て 

　
　
　
交
通
事
故
を
防

　
　
　
交
通
事
故
を
防
ご
う 

反
射
材
を
貼
っ
て 

　
　
　
交
通
事
故
を
防
ご
う 

　
野
辺
地
警
察
署
、東
北
地
区
交
通

安
全
協
会
に
よ
る「
お
元
気
で
す
か
。

シ
ル
バ
ー
安
全
教
室
」が
二
月
十
六

日
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、約
三
百
人
の
お
年
寄
り
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
同
警
察
署
が
夜
間
、

車
の
ラ
イ
ト
に
反
射
し
て
歩
行
者

の
存
在
を
知
ら
せ
る
反
射
材
を
参

加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。実
際
に
参
加

者
の
靴
や
傘
な
ど
に
貼
り
、ラ
イ
ト

を
当
て
る
実
験
を
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
た
ち
は
「
見
せ
る
こ
と
、

見
ら
れ
る
こ
と
」が
事
故
防
止
に
つ

な
が
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
東
北
地
区
の
交
通
指
導
隊
と
防
犯

指
導
隊
の
合
同
査
閲
式
が
一
月
十
八

日
、両
隊
の
隊
員
三
十
一
名
が
参
加

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
竹
内
町
長
と
鳴
海
幸
壽
野

辺
地
警
察
署
長
が
隊
員
一
人
一
人
の

服
装
、手
帳
な
ど
の
査
閲
を
行
っ
た

あ
と
、竹
内
町
長
が「
一
致
団
結
し
て
、

交
通
安
全
運
動
に
万
全
を
期
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、鳴
海

署
長
が
野
辺
地
署
管
内
の
交
通
事
故

と
犯
罪
等
の
状
況
を
説
明
し
な
が
ら

隊
員
を
激
励
し
て
い
ま
し
た
。 

交
通
交
通
・
防
犯
指
導
隊

防
犯
指
導
隊 

　
　
　
　
　
合
同
査
閲
式

　
　
　
　
　
合
同
査
閲
式 

交
通
・
防
犯
指
導
隊 

　
　
　
　
　
合
同
査
閲
式 

自分の靴に反射材を貼る参加者 自分の靴に反射材を貼る参加者 

両隊の査閲を行う竹内町長 両隊の査閲を行う竹内町長 

新舘神社での防火訓練 

バケツリレーによる消火訓練 

新舘神社での防火訓練 

バケツリレーによる消火訓練 

盛年式を迎えた皆さん 

久しぶりに会った友人と楽しいひと時 

寄付金を手渡す沼山さん（左） 

決意を述べる乙供さん 



10

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う 

　
新
舘
神
社
で
消
防
訓
練 

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う 

　
新
舘
神
社
で
消
防
訓
練 

貴
重
な
財
産
を
み
ん
な
で
守
ろ
う 

　
　
水
喰
地
区
で
文
化
財
防
火
訓
練 

貴
重
な
財
産
を
み
ん
な
で
守
ろ
う 

　
　
水
喰
地
区
で
文
化
財
防
火
訓
練 

交
通
・
防
犯
指
導
隊 

　
　
　
　
　
合
同
査
閲
式 

反
射
材
を
貼
っ
て 

　
　
　
交
通
事
故
を
防
ご
う 

反
射
材
を
貼
っ
て 

　
　
　
交
通
事
故
を
防
ご
う 

交
通
・
防
犯
指
導
隊 

　
　
　
　
　
合
同
査
閲
式 

自分の靴に反射材を貼る参加者 

両隊の査閲を行う竹内町長 

新舘神社での防火訓練 

バケツリレーによる消火訓練 

盛年式を迎えた皆さん 盛年式を迎えた皆さん 

久しぶりに会った友人と楽しいひと時 久しぶりに会った友人と楽しいひと時 

寄付金を手渡す沼山さん（左） 寄付金を手渡す沼山さん（左） 

決意を述べる乙供さん 決意を述べる乙供さん 

善
意
あ
り
が
と
う
 

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
地
域
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
 

◎
玉
勝
温
泉
・
高
橋
あ
や
子
さ
ん（
上

　
北
地
区
）
は
一
月
十
八
日
、
五
万

　
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。 

◎
鈴
木
和
子
さ
ん
（
東
北
地
区
）
は

　
二
月
八
日
、
五
万
円
を
寄
付
し

　
ま
し
た
。 

　
沼
山
ア
イ
子
さ
ん
は
二
月
九
日
、

竹
内
町
長
を
訪
問
し
、町
の
奨
学
基

金
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
と
故
沼

山
豊
武
さ
ん（
前
東
北
町
議
会
議
員
）

の
香
典
の
一
部
十
万
円
を
町
に
寄

付
し
ま
し
た
。 

盛
　
　
年
　
　
式 

〜
町
発
展
の
た
め
の
推
進
力
へ
〜 
盛
　
　
年
　
　
式 

〜
町
発
展
の
た
め
の
推
進
力
へ
〜 

　
平
成
十
七
年
度
「
盛
年
式
」
が
二

月
十
九
日
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、約
五
十
名
が
出
席

し
て
四
十
歳
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
東
北
地
区
で
は
、二
十
歳
の「
成
人
」、

四
十
歳
の「
盛
年
」、六
十
歳
の「
実
年
」

と
二
十
年
ご
と
の
年
輪
の
輪
を
開
催
、

今
回
で
十
七
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
盛
年
式
で
は
、
は
じ
め
に

神
事
を
行
い
、
家
内
安
全
や

無
病
息
災
、
前
厄
を
迎
え
て

い
る
男
性
の
厄
払
い
を
し

ま
し
た
。 

　
続
い
て
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
竹
内
町
長
が
「
合
併

に
よ
り
、
新
し
い
町
が
で
き

た
。
四
十
歳
の
皆
さ
ん
に
、

新
東
北
町
の
礎
と
な
っ
て

活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞

を
述
べ
た
あ
と
、
沼
山
喜
久

男
町
議
会
議
長
、
斗
賀
寿
一

県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
、
出
席
者
を

代
表
し
て
乙
供
悟
さ
ん
（
元

町
）
が
「
盛
年
式
を
契
機
と

し
て
、
今
後
一
層
健
康
に
注

意
し
、
家
族
の
た
め
、
町
の

た
め
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
式
典
の
あ
と
、「
四
十
歳
、こ
れ
か

ら
の
生
き
が
い
・
働
き
が
い
」
と
題

し
た
（株）
伸
電
代
表
取
締
役
社
長
原

田
誠
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
講
演
終
了
後
に
は
、祝
賀
会
が
開

か
れ
、久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
ら

と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、近
況
報
告
や

思
い
出
を
語
り
合
い
、楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 



　平成15年度から上北地区で運行してきた無料町民バスを、
平成18年4月から東北地区でも運行する予定です。 
　なお、時刻表、停車場所等詳しくは、広報とうほく4月号及び
3月中旬の回覧でお知らせします。 
 
◎お問合せ先－役場企画課　内線234 
　TEL 0176－56－3111（代表）又は、TEL 0175－63－2111
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第
十
九
回
東
北
町
上
北
地
区
町
民

体
育
大
会
冬
季
大
会
が
二
月
十
二
日
、

町
民
体
育
館
を
主
会
場
に
開
か
れ
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の
町
民

が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
種
目
を
問
わ
ず
熱
戦
が

展
開
さ
れ
、
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
に
応
援
団
か

ら
も
大
き
な
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
九
月
に
行
わ
れ
た
秋

季
大
会（
四
競
技
五
種
目
）と
今
回
の

冬
季
大
会（
五
競
技
六
種
目
）の
合
計

で
競
わ
れ
る
総
合
の
部
で
は
、
秋
季

大
会
で
の
リ
ー
ド
を
守
っ
た
旭
町
チ

ー
ム
が
、
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。 

　
な
お
、
総
合
の
部
及
び
冬
季
大
会

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
総
合
の
部（
秋
・
冬
季
合
計
）】 

◎
優
勝
‐
旭
町
 

◎
準
優
勝
‐
上
野
 

◎
第
三
位
‐
小
川
原
 

④
栄
町
⑤
南
町
⑥
新
町
⑦
第
一
小
 

⑧
本
町
⑨
花
向
町
⑩
新
山
 

【
冬
季
大
会
種
目
別
成
績
】 

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
①
上
野
 

　
②
南
町
 

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
①
第
一
小
 

　
②
上
野
 

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
①
小
川
原
 

　
②
上
野
 

◆
卓
球
①
小
川
原
②
旭
町
 

◆
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
①
新
町
②
上
野
 

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
①
旭
町
②
花
向
町
 

第
一
回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
 

第
一
回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
 

第19回上北地区 
町総体冬季大会 

大
勢
大
勢
の
町
民
町
民
が
さ
わ
や
か
な
汗
 

総
合
総
合
の
部
で
旭
町
旭
町
チ
ー
ム
が
初
優
勝

初
優
勝
！
 

大
勢
大
勢
の
町
民
町
民
が
さ
わ
や
か
な
汗
 

総
合
総
合
の
部
で
旭
町
旭
町
チ
ー
ム
が
初
優
勝

初
優
勝
！
 

大
勢
の
町
民
が
さ
わ
や
か
な
汗
 

総
合
の
部
で
旭
町
チ
ー
ム
が
初
優
勝
！
 

寄付金を手渡す和田吉友さん（左） 

みごと初優勝を飾った旭町チーム みごと初優勝を飾った旭町チーム 

バスケットボール男子 バスケットボール男子 

バレーボール女子 バレーボール女子 

『町民バス』を東北地区でも運行する予定です！ 『町民バス』を東北地区でも運行する予定です！ 
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児
童
・
生
徒
の
読
書
意
欲
の
高
揚

と
読
書
普
及
の
推
進
及
び
図
書
館

の
利
用
促
進
、
充
実
を
目
的
に
第
一

回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー

ル
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
各
校
か
ら

多
数
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た

中
か
ら
、百
四
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

 ◎
第
一
小
学
校
 

▽
優
秀
賞
‐
高
田
愛
佳
（
一
年
）
稲
垣

星
那（
五
年
） 

▽
入
選
‐
宮
里
雄
斗
（
一
年
）
高
田
珠

希
（
二
年
）
熊
野
桂
也
（
三
年
）
阿
部

優
貴
子（
四
年
）蛯
名
志
穂（
六
年
） 

▽
佳
作
‐
瀬
川
浩
輝
（
二
年
）
町
屋
祐

輔
（
同
）
瀬
川
椋
太
（
同
）
太
田
絵
理

子（
同
）外
山
梨
奈（
同
）森
田
紗
優（
四

年
）
阿
部
華
佳
（
六
年
）
佐
々
木
美
香

（
同
） 

◎
上
北
小
学
校
 

▽
優
秀
賞
‐
新
山
真
生
（
二
年
）
新
山

昌
悟（
六
年
） 

▽
入
選
‐
杉
本
千
弥
（
二
年
）
沼
村
莉

花（
同
）新
毛
実
結（
同
）小
玉
聖
稀（
同
）

蛯
名
虹
太（
六
年
） 

▽
佳
作
‐
町
屋
卓
（
二
年
）
新
山
奨
之

（
同
）瀬
川
侑
乃（
三
年
）新
山
昌
鷹（
同
）

佐
々
木
彩
香
（
五
年
）
竹
内
麻
衣
（
六

年
）蛯
名
安
奈（
同
） 

◎
小
川
原
小
学
校
 

▽
優
秀
賞
‐
沼
田
莉
子
（
二
年
）
小
笠

原
慶（
同
） 

▽
入
選
‐
坂
本
大
地
（
二
年
）
小
笠
原

維
（
四
年
）
小
笠
原
貴
彦
（
三
年
）
坂

本
純
平（
六
年
）沼
村
雅
樹（
五
年
） 

▽
佳
作
‐
沼
尾
拓
海
（
二
年
）
小
笠
原

拓
斗
（
同
）
吉
野
祐
夏
（
三
年
）
沼
尾

苑
佳
（
六
年
）
市
川
さ
と
み
（
一
年
）

沼
澤
将
太
（
同
）
沼
尾
翔
（
四
年
）
冨

岡
幸
奈（
五
年
） 

◎
蛯
沢
小
学
校
 

▽
優
秀
賞
‐
久
保
田
真
夕
（
五
年
）
野

田
頭
拳
人（
同
） 

▽
入
選
‐
川
口
侑
華
（
四
年
）
上
崎
知

比
路
（
同
）
松
橋
拓
巳
（
同
）
山
中
美

弥
子（
五
年
）松
山
梨
紗（
同
） 

▽
佳
作
‐
乙
山
愛
璃
（
五
年
）
木
村
哲

也
（
同
）
蓬
畑
い
つ
か
（
同
）
石
田
友

莉（
同
）蛯
名
知
里（
同
）松
原
愛
美（
同
） 

◎
千
曳
小
学
校
 

▽
優
秀
賞
‐
川
村
明
日
香
（
六
年
）
太

田
壱
成（
三
年
） 

▽
入
選
‐
榎
本
盟
（
六
年
）
仁
科
真
美

（
同
）清
水
目
澪
奈（
同
）荒
木
光
輝（
二

年
）川
村
碧
月（
同
） 

▽
佳
作
‐
本
間
巧
斗
（
二
年
）
湯
沢
翔

平（
同
）戸
澤
真
尋（
同
） 

◎
水
喰
小
学
校
 

▽
優
秀
賞
‐
野
田
頭
彩
夏
（
五
年
）
木

村
な
ゝ
実（
二
年
） 

▽
入
選
‐
久
保
田
那
奈
（
六
年
）
野
田

頭
笙
子
（
同
）
大
山
汐
梨
（
四
年
）
澤

田
晃
太
朗（
三
年
）大
山
菜
摘（
一
年
） 

▽
佳
作
‐
中
西
瑞
季
（
六
年
）
中
村
結

香
（
同
）
野
田
頭
夏
海
（
四
年
）
久
保

田
祥
弥（
三
年
）野
田
頭
響
子（
二
年
）

滝
沢
匠
（
同
）
野
田
頭
志
穂
（
一
年
）

酒
田
由
佳（
同
） 

◎
上
北
中
学
校
 

▽
最
優
秀
賞
‐
楢
舘
郁
乃
（
三
年
）
蛯

名
明
香（
同
） 

▽
入
選
‐
中
野
緋
音
（
三
年
）
高
田
明

日
香
（
同
）
坂
本
夢
来
（
同
）
市
川
総

一
郎（
二
年
）蛯
名
絢
子（
一
年
） 

▽
佳
作
‐
蛯
名
叶
恵
（
三
年
）
蛯
名
愛

美
（
同
）
野
田
妃
沙
子
（
同
）
沼
山
実

鈴
（
同
）
野
村
俊
太
（
同
）
蛯
名
亜
里

紗（
一
年
）野
田
さ
と
み（
同
） 

◎
東
北
東
中
学
校
 

▽
優
秀
賞
‐
吹
越
千
晶（
三
年
） 

▽
入
選
‐
川
端
美
香
（
二
年
）
吹
越
桃

華（
同
） 

▽
佳
作
‐
吹
越
美
咲
（
三
年
）
駒
井
之

乃
（
同
）
吹
越
梓
（
同
）
沢
居
未
唯
（
二

年
）鶴
ケ
崎
由
希（
同
） 

第
一
回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
 

第
一
回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
 

第
一
回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
 

町
立
図
書
館
主
催
 

　
上
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
楢
舘

司
会
長
）
は
一
月
三
十
一
日
、
上
北

小
学
校
に
図
書
購
入
費
と
し
て
十

万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
和
田
吉
友
さ
ん
ら
三

人
が
同
校
を
訪
れ
、
工
藤
富
男
校
長

に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
同
校
で
は
、
購
入
し
た
本
を
ロ
ー

タ
リ
ー
文
庫
と
し
て
図
書
室
に
設

置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
は
、
七
戸
警
察

署
上
北
警
察
官
駐
在
所
に
も
新
築

の
記
念
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

と
プ
リ
ン
タ
の
セ
ッ
ト
を
同
駐
在

所
に
寄
贈
し
ま
し
た
。 

善
意
あ
り
が
と
う
 

上
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
寄
付
 

善
意
あ
り
が
と
う
 

上
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
寄
付
 

大
勢
の
町
民
が
さ
わ
や
か
な
汗
 

総
合
の
部
で
旭
町
チ
ー
ム
が
初
優
勝
！
 

大
勢
の
町
民
が
さ
わ
や
か
な
汗
 

総
合
の
部
で
旭
町
チ
ー
ム
が
初
優
勝
！
 

寄付金を手渡す和田吉友さん（左） 寄付金を手渡す和田吉友さん（左） 

みごと初優勝を飾った旭町チーム 

バスケットボール男子 

バレーボール女子 
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町
教
育
委
員
会
主
催
の
第
二
十

七
回
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
が
一
月
二
十
九
日
、北
総
合
運
動

公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、町
内
九
チ
ー
ム
約
百
四
十

人
が
参
加
し
て
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。 

　
競
技
は
、輪
投
げ
や
ジ
グ
ザ
グ
ド

リ
ブ
ル
リ
レ
ー
、シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー

ド
の
五
種
目
で
行
わ
れ
、ユ
ニ
ー
ク

な
競
技
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
歓

声
を
上
げ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

◎
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
 

▽
優
勝
‐
滝
沢
平
分
館
 

▽
準
優
勝
‐
淋
代
分
館
 

▽
第
三
位
‐
乙
供
分
館
 

　
第
三
十
六
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会（
九
人
制
）が
一
月
二
十
二
日
、

北
総
合
運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
、熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、町
内
か
ら
六
チ
ー
ム

が
参
加
し
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。 

◇
結
果
は
次
の
と
お
り
 

▽
優
勝
‐
や
ま
び
こ
 

▽
準
優
勝
‐
Ｒ
 

▽
第
三
位
‐
え
び
さ
わ
 

優勝したやまびこチーム 

さわやかな汗を流す参加者たち 

優勝したやまびこチーム 

さわやかな汗を流す参加者たち 

ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
競
技
で
ハ
ッ
ス
ル 

　
　
　
　 

女
性
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
大
会 

ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
競
技
で
ハ
ッ
ス
ル 

　
　
　
　 

女
性
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
大
会 

ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
で
ハ
ッ
ス
ル 

　
　 

女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会 

町
民
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
大
会
（
九
人
制

九
人
制
） 

　
チ
ー
ム
や
ま
び
こ
優
勝
優
勝 

町
民
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
大
会
（
九
人
制

九
人
制
） 

　
チ
ー
ム
や
ま
び
こ
優
勝
優
勝 

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
九
人
制
） 

　
チ
ー
ム
や
ま
び
こ
優
勝 

東北町小学校スキー大会 東北町小学校スキー大会 

　町内小学校スキー大会が２月10日、北総合運動公園

内で開催されました。 

　競技は、陸上競技場をスタート・ゴールとして３キロ・

２キロのコースで行われ、東北地区の小学校４校から

約400人の児童が参加して熱戦を繰り広げました。 

　
第
十
六
回
東
北
町
民
綱
引
き
大

会
が
二
月
十
九
日
、北
総
合
運
動
公

園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、分
館
、仲
間
同
士
、小
学
生
の

十
九
チ
ー
ム
、約
二
百
名
が
参
加
し

て
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

◇
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◎
一
般
男
子（
五
チ
ー
ム
） 

▽
優
勝
‐
舟
ヶ
沢
分
館
▽
第
二
位
‐

蛯
沢
分
館
▽
第
三
位
‐
長
久
保
農
場

▽
敢
闘
賞
‐
水
喰
分
館
 

◎
一
般
女
子（
五
チ
ー
ム
） 

▽
優
勝
‐
栄
町
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
▽
第

二
位
‐
舟
ヶ
沢
分
館
Ａ
▽
第
三
位
‐

レ
イ
ク
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
▽
敢
闘
賞
‐

栄
町
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
 

◎
小
学
生
の
部（
九
チ
ー
ム
） 

▽
優
勝
‐
舟
ヶ
沢
分
館
Ａ
▽
第
二
位

‐
小
川
原
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優勝したやまびこチーム 

さわやかな汗を流す参加者たち 
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東北町小学校スキー大会 東北町小学校スキー大会 東北町小学校スキー大会 

　町内小学校スキー大会が２月10日、北総合運動公園

内で開催されました。 

　競技は、陸上競技場をスタート・ゴールとして３キロ・

２キロのコースで行われ、東北地区の小学校４校から

約400人の児童が参加して熱戦を繰り広げました。 

　町内小学校スキー大会が２月10日、北総合運動公園

内で開催されました。 

　競技は、陸上競技場をスタート・ゴールとして３キロ・

２キロのコースで行われ、東北地区の小学校４校から

約400人の児童が参加して熱戦を繰り広げました。 
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まずは「リンゴ型肥満」を予防・解消しよう！ 
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こんにちは保健師です 

東北町保健師 

江刺家　紅実子 

〈メタボリックシンドロームを予防・解消するには〉 
まずは「リンゴ型肥満」を予防・解消しよう！ 

＜こんな症状ありませんか？＞ 

１） 最近、ズボンをはいた時にウエスト周り 

 　 が太くなったなと感じる 

２） 健診結果で血圧や血糖、中性脂肪が高め 

 　 で、HDL コレステロールが低かった 

＜メタボリックシンドロームとは…＞ 

　ウエストまわりが太くなる「りんご型肥満」

の人が、軽度でも「高脂血症」、「高血圧」、「糖尿病」

といった生活習慣病を一人で２つ以上もって

いる状態をいいます。これらひとつひとつの症

状が軽度でも、こうした病気が重なると動脈硬

化を急激に悪化させ、心筋梗塞や脳卒中などの

危険性が高まることがわかってきました。「ち

ょっと高め」「少しくらいは平気かな」こんなあ

なたが危険です。右記の①に加えて、次の②～

④の２項目以上に該当すると、メタボリックシ

ンドロームと診断されます。動脈硬化を悪化さ

せている危険性があります。健診の結果もみて

チェックしてみましょう。 

①肥満 

　メタボリックシンドロームのベースとなる

のが、脂肪の蓄積、つまり肥満です。なかでも、

内臓に脂肪がたまる「りんご型肥満」は要注意。

内臓脂肪はつきやすい半面、食生活の改善や運

動で減らしやすい特徴があります。肥満は高血

圧や高脂血症、糖尿病を引き起こす要因となり

ます。つまり、肥満は病気の前段階であると同

時に、それ自体がひとつの病気だと考える必要

があります。 

　肥満チェック 

　腹囲：男性 85cm 以上 

　腹囲：女性 90cm 以上 

②高脂血症予備軍 

　血中脂質チェック 

　中性脂肪 150mg/dl 以上 

　　　または 

　HDL コレステロール 40mg/dl 未満 

③高血圧予備軍 

　血圧チェック 

　収縮期血圧（上の血圧） 130mmHg 以上 

　　　または 

　拡張期血圧（下の血圧） 85mmHg 以上 

④糖尿病予備軍 

　血糖値チェック 

　空腹時血糖値 110mg/dl 以上 

こんな症状がある方は… 

の危険性が高いです。 

「メタボリックシンドローム」 

チェックポイント！ 

腹囲はおへその高さで、 

息をはききった状態のとき測ります。 
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〈メタボリックシンドロームを予防・解消するには〉 
まずは「リンゴ型肥満」を予防・解消しよう！まずは「リンゴ型肥満」を予防・解消しよう！ 

〈メタボリックシンドロームを予防・解消するには〉 
まずは「リンゴ型肥満」を予防・解消しよう！ 

◇運動はこんなところに気をつけよう 

・日常生活のなかで積極的にからだを動かそう 

・車での移動を控え、徒歩や腕立て伏せなど筋力
トレーニングを 

・休日はごろ寝せず、趣味やスポーツなど好きな
ことに熱中する 

◇食生活はこんなところに気をつけよう 

・1日3回食、規則正しく食べる。朝食や昼食をぬかさ
ない 

・腹八分目を心がけ、食べ過ぎない 

・ゆっくりかんで食べる 

・お菓子や甘いものを控え、買い置きしない 

・外食する場合は単品メニューを避け、副菜のついた
定食ものを選ぶ 

・お酒を飲む場合は、つまみに野菜中心の低エネルギ
ーのものを選び、飲んだあとにラーメンなどを食べ
ない。飲みすぎず、早めに切り上げる 

3月の健康カレンダー 
事  業  名 

乳児健診 

幼児健診 
上北保健福祉 
センター 

13：00～ 
13：15

10：00～ 
10：15

12：50～ 
13：00

七戸病院健康 
管理センター 

・３ヵ月児 
（平成17年11月5日～12月4日生まれ） 
＊対象者には個別通知します 

・６ヵ月児 
（平成17年8月、9月生まれ） 

・９ヵ月児 
（平成17年5月、6月生まれ） 

3月24日（金） 

実  施  日 実施場所 受付時間 対  象  者 

問い合わせ先：保健衛生課 
東北町保健福祉センター　0175ｰ63ｰ2001 
上北保健福祉センター　　0176ｰ56ｰ2933

13：00～ 
13：15

13：00～ 
13：15

3月16日（木） 

3月10日（金） 

東北町保健福祉
センター 

東北町保健福祉 
センター 

12：00～ 
14：00

10：00～ 
14：30

 9：30～ 
12：00

10：00～ 
14：30

東北町保健福祉 
センター 
(美須々地区)

中央公民館 

はつらつ教室 

ポテトクラブ 
（精神障害者の集い） 

毎週　　　   
月、火、木、金 

ほがらか教室 

・40歳以上で自分または家族の協力で
会場まで来られる方 

（参加希望の方は上北保健福祉センター
までご連絡ください。） 

・脳卒中後遺症、老化などにより体の
機能が低下している方（自分または
家族の協力で会場まで来られる方） 

・心の病気を治療中で社会復帰を目指
している方、及び家族の方 
（初めて参加する方は申請書等の提出
が必要ですので保健師までご連絡く
ださい。） 

上北保健福祉 

センター 

つつじ作業所 

乳幼児健診・予防接種等をうける際は、母子手帳を忘れずにお持ちください。 

3月22日（水） 

3月15日（水） 

3月 6日（月） 

3月 7日（火） 

3月17日（金） 

東北町保健 
福祉センター 

・２歳６ヵ月児健診 
（平成15年8月、9月生まれ） 

・１歳児健康相談 
（平成17年2月、3月生まれ） 

・1歳６ヵ月児健診 
（平成16年8月、9月生まれ） 

 10：00～ 
10：15
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むし歯のない子 
 全員集合！！ 
むし歯のない子 
 全員集合！！ 

東北町特産品販売促進協議会からのお知らせ 東北町特産品販売促進協議会からのお知らせ 
◆会員募集 

☆旧上北町の方、歓迎します！！ 

募集人員・・・若干名 

資　　格・・・50歳ぐらいまでの健康な方 
　　　　　  要：普通免許（商品の配達があります。） 

勤 務 地・・・東北町コミュニティセンター調理室 
　　　　　 （各地でのイベント販売あり） 

町内…おがわら湖湖水まつり、わかさぎ公園湖水まつり 
　　　東北町秋まつり、東北町産業文化まつり 
　　　ぎんなん寮祭り、青森県小学校駅伝大会 

県内…三沢航空祭（三沢市）、六戸農産まつり（六戸町） 
　　　産業まつり（青森市）、三春屋特産品展（八戸市） 

県外…電気のふるさとじまん市（千葉県） 
　　　仙台いきいきフェア（仙台市） 
　　　ふるさとＰＲ市（東京都） 

ＮＨＫ、日本テレビ「おもいっきりテレビ」、ＲＡＢ、ＡＴＶ、 
ＡＢＡ、ＲＡＢラジオ、東奥日報、デーリー東北、農業新聞、家の光 

体験学習を通して、子どもたちに食の大切さを伝えます。 

ふるさとに伝わる「ガニ汁」「長いもすいとん」「鶏卵」など、郷土の味と良さを伝えます。 

しじみみそ 
なんばん漬け 
よもぎだんご 
焼肉のタレ 
長いもすいとん 
長いも入り鶏卵 
長いも入りうどん 
長いも入りラーメン 
長いもドーナツ 
じゃがもち 

◎お問合せ先 

　▽東北町特産品販売促進協議会　TEL 0175－63－2111（内線722・調理室） 
　▽東北町役場商工観光課　　　　TEL 0176－56－4148

けい　　すけ か　っ　ち 

甲　地　圭　介くん 
（H14.7.18生） 

ぜん いし　　づか 

石　塚　　 然くん 
（H14.7.28生） 

りょう　　た な が く ぼ  

長久保　涼　太くん 
（H14.8.10生） 

ま　　   お しみずがしら 

清水頭　真　緒くん 
（H14.8.21生） 

りん　　 か 

沼　田　鈴　蘭ちゃん 
（H14.6.13生） 

かなた え さ し か 

江刺家　　奏ちゃん 
（H14.8.27生） 

ゆう つち　　はし 

土　橋　　 優くん 
（H14.7.30生） 

上十三保健所三沢庁舎が平成18年3月31日で廃止されます 

～私たちはこんな活動をしています～ 

東北町の特産物（長いもやしじみ等）を使った特産品の開発・製造・販売 
 
東北町の特産物（長いもやしじみ等）を使った特産品の開発・製造・販売 
 

特産品の販売を通した東北町のＰＲ活動 特産品の販売を通した東北町のＰＲ活動 

マスコミによるＰＲ活動 マスコミによるＰＲ活動 

食育活動 食育活動 

郷土料理の文化伝承活動 郷土料理の文化伝承活動 

その1

その2

その3

その4

その5

おらほの町の特産品 おらほの町の特産品 おらほの町の特産品 

ぬま　　 た 



　平成18年３月31日で上十三保健所三沢庁舎が廃止されることになりました。 

　平成14年４月１日の組織改正に伴い十和田保健所と三沢保健所を「上十三保健所」としたところです。 

その際、保健予防課と生活衛生課は十和田庁舎に配置され、健康増進課は三沢庁舎に配置されました。 

　上十三保健所三沢庁舎では、「母子保健」「老人保健」「健康づくり対策」等の業務を行ってきたところです。 

　三沢庁舎でのこれまでの業務は、引き続き 

 

 

　で行いますので、平成18年４月１日以降のお問い合わせは、上記にお願いします。 

上十三保健所　十和田市西二番町10－15　TEL 0176－23－4261上十三保健所　十和田市西二番町10－15　TEL 0176－23－4261上十三保健所　十和田市西二番町10－15　TEL 0176－23－4261

東北町特産品販売促進協議会からのお知らせ 
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★歯が丈夫なのかなぁ…★ ★虫歯バイキンに勝ったぞ！★ ★仕上げみがきがんばってます★ 

★寝る前のはみがき＆仕上げみがきやってます★ ★仕上げみがきがんばってます★ ★夜は必ず歯みがきしてます！★ 

★毎日フッ素を使ってます！★ 

むし歯のない子 
 全員集合！！ 
むし歯のない子 
 全員集合！！ 
むし歯のない子 
 全員集合！！ 

東北地区で行った3歳児健診で、むし歯のなかった子7人を紹介します。 

東北町特産品販売促進協議会からのお知らせ 

けい　　すけ か　っ　ち 

甲　地　圭　介くん 
（H14.7.18生） 

ぜん いし　　づか 

石　塚　　 然くん 
（H14.7.28生） 

りょう　　た な が く ぼ  

長久保　涼　太くん 
（H14.8.10生） 

ま　　   お しみずがしら 

清水頭　真　緒くん 
（H14.8.21生） 

りん　　 か 

沼　田　鈴　蘭ちゃん 
（H14.6.13生） 

かなた え さ し か 

江刺家　　奏ちゃん 
（H14.8.27生） 

ゆう つち　　はし 

土　橋　　 優くん 
（H14.7.30生） 

けい　　すけ か　っ　ち 

甲　地　圭　介くん 
（H14.7.18生） 

ぜん いし　　づか 

石　塚　　 然くん 
（H14.7.28生） 

りょう　　た な が く ぼ  

長久保　涼　太くん 
（H14.8.10生） 

ま　　   お しみずがしら 

清水頭　真　緒くん 
（H14.8.21生） 

りん　　 か 

沼　田　鈴　蘭ちゃん 
（H14.6.13生） 

かなた え さ し か 

江刺家　　奏ちゃん 
（H14.8.27生） 

ゆう つち　　はし 

土　橋　　 優くん 
（H14.7.30生） 

上十三保健所三沢庁舎が平成18年3月31日で廃止されます 上十三保健所三沢庁舎が平成18年3月31日で廃止されます 

おらほの町の特産品 おらほの町の特産品 

ぬま　　 た ぬま　　 た 



制度のポイント 
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障害者自立支援法 障害者自立支援法 障害者自立支援法 

新たな障害福祉サービスの体系 新たな障害福祉サービスの体系 

平成18年　 
4月～ 

平成18年　 
4月～ 

あなたの利用者負担はこうなります（福祉サービス） 



改革の内容 

高額障害福祉サービス費 

個別減免措置 

生活保護移行防止のための軽減措置 

食費等実費負担に係る軽減措置（特定障害者特別給付費） 

社会福祉法人減免 

☆世帯の考え方：原則住民基本台帳上の世帯で判断します。ただし、あなたが税制と医療保険で他の世帯員の「被扶
　　　　　　　�養者」でなければ、あなたと配偶者のみの別世帯として、所得の算定を行います。

収入であれば、超えた分の15％を上限額
とします。

・収入が66,667円を超えても、超えた収入
�の半分を上限額とします。

20

障害者自立支援法 障害者自立支援法 

新たな障害福祉サービスの体系 

平成18年　 
4月～ 

あなたの利用者負担はこうなります（福祉サービス） あなたの利用者負担はこうなります（福祉サービス） 



改正の内容 

利用者負担額の軽減措置 利用者負担額の軽減措置 

自
立
支
援
医
療
制
度 
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～「精神通院公費負担医療（第32条）」「更正医療」「育成医療」が変わります～ 自立支援医療 ～「精神通院公費負担医療（第32条）」「更正医療」「育成医療」が変わります～ 自立支援医療 

平成18年 
4月開始 
平成18年 
4月開始 



利用者負担額の軽減措置 

22

～「精神通院公費負担医療（第32条）」「更正医療」「育成医療」が変わります～ 自立支援医療 

平成18年 
4月開始 

お問合せ先　　　東北町役場福祉課　福祉係 
TEL 0176－56－3111（代表）又はTEL 0175－63－2111　▽本庁舎  内線140　▽分庁舎  内線529
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国民年金保険料を口座振
替で前納するとお得です 
 
　口座振替で保険料を納め
ると、手間や時間が省けて
納め忘れもなく、便利・安心・
確実です。また、口座振替で
前納すると割引があります。
　平成18年４月より保険料
を１年分前納した場合、現
金前納では、2,950円の割引
ですが、口座振替では3,490
円の割引となりさらにお得
です。（平成18年度の割引額） 
　口座振替での前納には１
年前納、６か月前納があり、
前納期間に応じて保険料が
割引されます。そのほかに
口座振替での１か月毎のお
支払いなら、早割（その月の
保険料を同月の末日に引き
落とす）にすると月50円お
得です。（平成18年度の割引
額） 
※半額免除の承認を受けて
いる方は早割制度をご利用
できません。 
　お申し込みは簡単です。
年金手帳や納付書（基礎年
金番号の分かるもの）、金融
機関への届出印、預貯金通
帳をお持ちのうえ、「口座振
替納付申出書」を青森社会
保険事務所または指定する
金融機関の窓口へ提出する
だけです。 
　なお、申し込み用紙を社
会保険事務所へ郵送するこ
ともできます。 
　平成18年４月分から口座
振替を希望する場合は、平
成18年３月中に社会保険事

務所で登録することが必要
となりますので、３月中の
届出は社会保険事務所で直
接手続きされるようお願い
します。 
　口座振替の申し込み用紙（振
替方法の変更も同じ申し込
み用紙となります）は納付
書に綴られているほかに、
市町村・各金融機関の窓口
や社会保険事務所にあります。
詳しくは役場国民年金係ま
たは青森社会保険事務所ま
でお問合せください。 
【国民年金納付相談】 
◆場所 
　東北町文化センター 
◆日時－３月13日（月） 
　11：00～15：00 
◆場所 
　東北町コミュニティーセンター 
◆日時－３月23日（木） 
　11：00～15：00 
※基礎年金番号通知書及び
　年金手帳、職歴のメモ等
　をお持ちください。 
◎お問合せ先 
　町民課国民年金係 
　TEL 0176-56-3111（代表） 
　又はTEL 0175-63-2111 
▽本庁舎（内線153） 
▽分庁舎（内線548） 
　青森社会保険事務所 
　TEL 017-734－7490 
　（国民年金第1課） 

氷下曳網漁で穴から穴へロー
プを送る際に使うサオを何と
いうでしょうか？　　　　　　 
　　　　　　（ヒントＰ2～3） 

2月号当選者 
　○藤　田　洋　志　さん 
　○岡　山　文　子　さん 
　○小　林　百合子　さん 
　○野田頭　ちえ子　さん 
　○蛯　名　佳　生　さん 

2月号の答え 
　①14人 
　②徳万才駐在所 
　③バイアスロン 

小川原湖の伝統漁法「氷下曳
網漁」はどこから伝えられたと
されているでしょうか？ 
　　　　　　（ヒントＰ2～3） 

3月20日（月） 

Q2

氷下曳網漁で網を送る際、手
ではなく腰を使ってロープを
引く作業を何というでしょうか？
　　　　　　 （ヒントＰ2～3） 

Q3

Q1

役場企画課 

・ ・ ・ 

増え続ける老人医療費 増え続ける老人医療費 

3月20日・4月3日 

総 合 相 談  

●と　き－10時～12時 
●ところ－東北町役場本庁舎 
　　　　　２階休養室 
相談員：人権擁護委員・行政
　　　  相談員 
※詳しくは、役場総務課まで 
　お問い合わせください。 

総 合 相 談  
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増え続ける老人医療費 増え続ける老人医療費 増え続ける老人医療費 
町民課老人医療係からのお知らせ 

総 合 相 談  
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自動車税について 
～住所を変更された方へ～ 
 
　自動車税の納税通知書は、
運輸支局に登録されている住
所に送付しています。自動車
をお持ちの方で住所が変わっ
た場合は、速やかに運輸支局
での「変更登録」が必要です。 
　「変更登録」手続きがすぐに
できない場合は、電話等によ
り十和田県税事務所までお知
らせいただくか、県税ホーム
ページで住所変更の届出を行
ってください。 
 
◎お問合せ先 
▽東北運輸局青森運輸支局 
　　TEL　017-739-1503 
▽青森運輸支局八戸自動車検 
　査登録事務所 
　　TEL　0178-20-3161 
▽十和田県税事務所 
　　TEL　0176-22-8111 
　（内線213・214）  
▽県税ホームページ 
　http://www.pref.aomori.lg.jp 
　/zeimu/ 

 
 
 

自動車の名義変更・廃車 
手続・車検はお早めに！ 
～車検は1 か月前から　　　 
　　　　　　受けられます～ 
 
　例年３月は、名義変更（移転
登録）・廃車（抹消登録）・住所
変更等（変更登録等）の手続き
で、運輸支局及び事務所の窓
口は大変混雑します。 

　特に、３月中旬頃からは待
ち時間が長くて申請者の皆さ
んに大変ご不便をおかけして
おります。名義変更や廃車等
の手続きは、できるだけ３月
15日以前に手続きしていた
だくようお願いします。 
　また、３月は車検（継続検査）
も大変混雑します。 
　車検は１か月前から受ける
ことができますので、３月下
旬に集中しないよう、お早め
に受検していただくようお願
いします。 
　なお、自動車の登録手続き
についてはヘルプデスク、検
査の諸手続及びユーザー車検
の予約については電話予約等
をご利用ください。 
 
◎お問合せ先 
▽国土交通省東北運輸局青森
　運輸支局 
　ヘルプデスク（手続き案内） 
　　TEL　050-5540-2008 
　車検予約 
　　TEL　050-5540-2108 
▽国土交通省東北運輸局青森 
　運輸支局八戸自動車検査 
　登録事務所 
　ヘルプデスク（手続き案内） 
　　TEL　050-5540-2009 
　車検予約 
　　TEL　050-5540-2109 
 
※近年、登録事項等証明書を
悪用した組織的な自動車盗難
事件や自動車検査証の不正な
再交付申請が発生しておりま
す。そのため、犯罪防止のため
運輸支局及び事務所の窓口に
おいて登録事項等証明書交付
請求及び自動車検査証再交付
申請時に本人確認（自動車運
転免許証等の提示）を行って
おりますので、皆様方のご理
解とご協力をお願いします。 
 

 
 
 
 
 
 
 

電気料金助成のご案内 
 
　平成17年10月１日から平
成18年３月31日に支払った
電気料金の一部を助成します。
◆対象者－平成17年４月１
　日以後、東北町に新規立地・
　増設し、電力契約を新設・増
　設し、かつ、雇用者が３名以
　上増加した企業・個人事業
　者 
◆締切－４月14日（金）予定 
◎お問合せ先 
▽役場企画課（内線234） 
　　TEL　0176-56-3111（代表） 
　　TEL　0175-63-2111 
▽青森県商工労働部むつ小川
　原振興課総務・地域振興Ｇ 
　　TEL　017-734-9737 

 

 

設備貸与制度 
（割賦・リース）のご案内 
 
　(財)21あおもり産業総合支
援センターでは、県内中小企
業者の方の設備投資を応援す
るため、低利（割賦損料：年率
1.9％、リース料：月額1.362％
～2.958％）、長期（最長７年）
の設備貸与制度（割賦・リース）
を実施しております。 
　機械、装置、車両等（土地・建
物は対象外）の導入を検討さ
れている方は下記までお気軽
にお問い合わせください。 
◎お問合せ先 
　(財)21あおもり産業総合支
　援センター 
　　TEL　017-775-3234
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税 務 職 員 募 集 
（大学卒業程度） 

 
　仙台国税局では、試験内容
が大学卒業程度の「国税専門官」
を募集します。 
◆受験資格 
1.昭和54年４月２日から昭和
　60年４月１日生まれの者 
2.昭和60年４月２日以降生ま
　れの者で次に掲げる者 
(1)大学を卒業した者及び平成
　19年３月までに大学を卒
　業する見込みの者 
(2)人事院が(1)に掲げる者と同
　等の資格があると認める者 
◆受験申込受付期間 
　４月３日(月)～４月14日（金） 
◆受験申込書の請求－最寄り
　の税務署、仙台国税局人事第
　二課又は人事院東北事務局 
◎お問合せ先 
　仙台国税局人事第二課 
　　TEL　022-263-1111（内線3236） 
 

シルバー人材センター
新規会員募集 

 
　シルバー人材センターは、
高齢者にふさわしい仕事を家
庭・事務所・公共団体等から引
き受け、会員に提供する公共
的な性格を持つ団体です。 
　会員になるには、七戸町及
び東北町に居住する原則60
歳以上の健康で働く意欲があ
る方で、入会説明会でセンタ
ーの理念、仕組みの説明を受け、
賛同されてから入会手続きを
とります。 

☆手続きに必要なもの 
○年会費2,000円○写真１枚（免
許証用）○貯金通帳（郵便局）
○印鑑（認印）○資格証 
◆仕事の内容－①自動車運転
　②大工作業③植木剪定④農
　作業⑤土木作業⑥草取り⑦
　清掃作業⑧家事援助⑨施設
　管理⑩蜂の巣駆除 など 
◆入会受付 
▽日時－３月９日（木） 
　午後１時半までに集合 
▽場所－東北町民文化センター
　（上北地区） 
▽日時－３月10 日（金） 
　午後１時半までに集合 
▽場所－東北町保健福祉セン 
　ター（東北地区） 
◎お問合せ先－(社)中部上北 
　広域シルバー人材センター
　　TEL　0176-60-1141　 

 
国家公務員採用試験 
 
　国家公務員採用Ⅰ種及びⅡ
種試験(いずれも大学卒業程度)
を実施します。 
【Ⅰ種試験】 
◆受付期間－４月３日（月）か
　ら４月10日（月）まで 
※郵送の場合最終日消印有効
◆第一次試験－４月30日（日） 
【Ⅱ種試験】 
◆受付期間－４月14日（金）
　から４月25日（火）まで 
※郵送の場合最終日消印有効
◆第一次試験－６月18日（日） 
　なお、申込用紙の請求や受
験資格等の詳しい内容は、人
事院ホームページまたは下記
にお問い合わせください。 
◎お問合せ先－人事院東北事 
　務局第二課試験係 
　　TEL　022-221-2022 
　ホームページ 
　http://www.jinji.go.jp/saiyo.htm 

 
 
 

 
公 立 ぎ ん な ん 寮
春の感謝セール 

 
　２日間とも先着100名様に
鉢花か骨付きフランクフルト
をプレゼント！ 
◆日時－３月18日(土)～ 
　19日(日) ９時～15時 
◆場所－ぎんなん寮内ハンズ
　パーク 
◆同時開催－特産品フェア、
　第15回福祉フェア 
◆販売品 
○ぎんなん寮生産物 
・鉢花、山野草、観葉植物 
　…表示価格より20％引 
・ 骨付フランクフルト、ハム
　類…表示価格より10％引 
・ 各市町村特産品、福祉施設
　生産物…業者価格 
◆催事▽オークションセール
　（観葉植物、鉢花等）両日12時～ 
▽タイムサービス（ぎんなん
　寮生産物、各出店業者製品）
　両日午前・午後１回 
▽抽選会（随時） 
◎お問合せ先－公立ぎんなん寮
　　TEL　0176-56-5121 
 

第 3 1 回 誠 幸 園  
地 域 交 流 ま つ り  
 
◆日時－３月５日（日） 
　午前９時から午後２時まで
◆会場－誠幸園園内特設会場
◆展示内容－洋ラン及び鉢花、
　手づくり作品、編み物、竹及
　び木工作品、陶器等 
◎お問合せ先－誠幸園 
　　TEL　0176-23-3920
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■町の人口《１月》 

〔　〕は、昨年同期との比較増減。 

※（　）内は1月からの累計　 

■町の交通事故《１月》 

■町の火災《１月》 

■救急車出場件数《１月》 

TEL 0176-62-3141
TEL 0176-56-2119
TEL 0175-63-2520

中部上北消防本部 

中央消防署 

上北消防署 

東北消防署 

（　）内は1月からの累計　 

（　）内は1月からの累計　 

（　）内は1月からの累計　 

男 

女 

計 

世帯数 

出　生 

死　亡 

転　入 

転　出 

10,147人 

10,685人 

20,832人 

6,901戸 

13人 

20人 

28人 

38人 

〔△128人〕 

〔△130人〕 

〔△258人〕

〔　 29戸〕 

（　  13人） 

（　  20人） 

（　  28人） 

（　  38人） 

白　山　澪　羅 （栄　町・伸　一） 

久保田　里　穂 （栄　町・浩　二） 

附　田　蒼　和 （本　町・容　堂） 

和　田　舞　博 （上　野・誠　司） 

市　川　右　京 （小川原・孝　一） 

蛯　名　圭　梨 （新　町・滝　也） 

新　山　暖　華 （新　山・朋　和） 

中　村　空　美 （乙供栄町・卓　也） 

簗　田　惺　菜 （千　曳・博　人） 

沼　田　航　輝 （田ノ沢・勝　昭) 

　　山　雀　楽 （明　美・剛　克)

岡　山　康　成 （御　料） 
鶴ケ崎　礼　恵 （鶴ヶ崎） 

人身事故

負 傷 者  

死 亡  

7件 

8人 

0人 

（　  7件） 

（　  8人） 

（　  0人） 

建 物  

林 野  

車 両  

そ の 他  

0件 

0件 

0件 

0件 

（　  0件） 

（　  0件） 

（　  0件） 

（　  0件） 

43件 （　43件） 

はる　　 か 

り　　   ほ 

そ　　   な 

けい　　 り 

さく　　 ら 

ま　　  ひろ 

う　　きょう 

こう　　 き 

そら　　 み 

♥ 野田頭　拓　道 （野田頭） 
川　　　慈　恵 （南　町） ♥

新　山　広　悦 （新　山） 
　　田　智　美 （野辺地町） ♥ 浜　形　隆　志 （豊　前） 

木　村　幸　枝 （三沢市） ♥

小笠原　ト　ワ　94 　境ノ沢 

沼　尾　り　ゑ　88 　本　村 

八　森　幸之助　81 　新　町 

沼　山　チ　ヨ　89 　小川原 

米内山　の　ふ　86 　才市田 

野　田　栄　悟　80 　上　野 

舟　山　幸　八　52 　表　町 

沼　山　豊　武　61 　緑　町 

戸　沢　新太郎　81 　保戸沢 

櫻　井　タ　キ　64　乙供栄町 

下　浅　し　ゑ　79　外蛯沢 

神　尾　廣　昭　57　寒　水 

沼　田　まつよ　90　田ノ沢 

下　浅　力　也　17　乙供新町 

久保田　チ　ヱ　86　寒　水 

甲　地　さ　ん　101　甲　地 

中　根　邦　夫　73　北　栄 

沼　山　健　一　65　境ノ沢 

せ　　　な 

れい　　 ら 

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

県内の交通事故概況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  
あなたも参加　わたしもやります“交通安全” 

毎月１日は県民交通安全の日 
※（   ）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。 

発
生 

死

者

の

状

態

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

死
者 

傷
者 

１月中 

703件 
（－147） 

3人 
（－2） 

908人 
（－194） 

703件 
（－147） 

3人 
（－2） 

0人 
（－2） 

2人 
（＋1） 

2人 
（－2） 

0人 
（－2） 

0人 
（±0） 

908人 
（－194） 

（平成18年） 青森県交通対策協議会 

年累計  飲酒運転による死者 

自動車乗車中の死者 

着用していれば 
助かったと思われる人 

非 着 用 死 者  

高齢者の死者 
～65歳以上の人～ 

あなたも参加　わたしもやります“交通安全” 

氏　　名 

氏　　名 町名 氏　　名 町名 

氏　　名 町名　 保護者 氏　　名 町名　 保護者 

年齢 町名 氏　　名 年齢 町名 

平成18年１月届出分 



青森県警察本部からのお知らせ 青森県警察本部からのお知らせ 
東北町のうち、旧東北町の全域が 

の管轄区域に変わります。 

七 戸 警 察 署  七 戸 警 察 署  七 戸 警 察 署  平成18年 
4月1日～ 
（予定） 

平成18年 
4月1日～ 
（予定） 

28
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田
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に
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の
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市
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山
鳥
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食
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工
藤
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三
浦
幸
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春
め
く
や
ひ
と
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済
ま
せ
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ご
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都
母
大
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春
の
夜
や
会
話
も
絶
え
て
糸
車 

久
保
田
征
子 

春
ぬ
く
し
か
ら
く
り
時
計
の
音
確
か 

伊
賀
敬
子 

ま
だ
残
る
お
し
ゃ
れ
心
や
春
隣 

菊
池
ア
ヤ
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猫
の
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恋
を
求
め
て
暗
の
中 

日
野
口
晃 

ど
か
雪
に
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ら
に
ど
か
雪
春
た
つ
日 

文
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ー
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ー
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ー

文
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除
雪
機
は
地
響
き
立
て
て
朝
ま
だ
き 

嚴
寒
の
音
跳
ね
返
し
救
急
車 

諍
い
も
絆
の
ひ
と
つ
春
隣 

束
の
間
の
窓
通
す
日
も
春
め
き
て 

小
松
菜
に
身
を
く
ね
ら
せ
る
鰹
節 

母
の
居
ぬ
子
と
綾
取
の
果
て
も
な
や 

針
供
養
久
し
く
針
を
持
た
ざ
り
き 

干
し
餅
の
い
ま
に
も
落
ち
そ
う
下
の
二
個 

あ
け
ぼ
の
句
会 

あ
け
ぼ
の
句
会 

（
チ
　
ヱ
） 

（
テ
ル
女
） 

（
和
　
子
） 

（
節
　
子
） 

（
祥
　
子
） 

（
信
　
女
） 

（
て
る
女
） 

（
詔
　
子
） 

　現在、旧東北町の区域にお住まいの方は、交通関
係、生活安全関係の許認可や運転免許の更新に関
する手続きは、今後七戸警察署において実施して
いただくことになります。（4月1日以降の予定。運
転免許関係は、従来どおり青森県運転免許センタ
ーでも可能です。） 

詳しいことについては、 

野辺地警察署（TEL 0175－64－2121） 
七　戸警察署（TEL 0176－62－3101） 
までお問い合わせください。 

県内の交通事故概況  県 内 の 交 通 事 故 概 況  



表町 本町 

そのままの笑顔でいつまでも笑っていてね。 

長女［1歳］ 瑶ちゃん 
よう 

パパ・久　保　　　大　さん 
ママ・　　　　　　南　さん 

つかまり立ちもできるようになり、ますます活発
になってきました。これからも元気で思いやりの
あるやさしい女の子になってね。 

長女［8か月］ 佳乃子ちゃん 
か　 の　 こ 

パパ・蛯　沢　世史輝　さん 
ママ・　　　　　瞳　　さん 

豊作を祈願する「雪中田植え」 豊作を祈願する「雪中田植え」 

和田みち子さんと高田愛子さんによる「大黒舞」 和田みち子さんと高田愛子さんによる「大黒舞」 

小川原保育園児による「苗っこ取り」 小川原保育園児による「苗っこ取り」 

獅子に厄払いをしてもらう子どもたち 獅子に厄払いをしてもらう子どもたち 

旧小正月の伝統行事と風習展 旧小正月の伝統行事と風習展 旧小正月の伝統行事と風習展 
五穀豊穣を願う伝統行事に親しむ 

　町歴史民俗資料館で２月10日、旧暦の小正月の行

事を後世に伝えようと「旧小正月の伝統行事と風習

展」が開かれ、町内のお年寄りや子どもたち約200人

が昔ながらの行事を楽しみました。 

　会場では、雪原を田んぼに見立てて豊作を祈願す

る「雪中田植え」や山の神の使いとしてあがめられ

ているカラスに餅をあげる行事が行われたほか、小

川原保育園の園児たちが、子どもが農家を回って豊

作を祈るお駄賃としてお菓子をもらう「苗取り」を

再現。訪れた方々は、披露された権現舞や大黒舞を

見学し、提供された甘酒やお汁粉を味わうなど、昔

ながらの風習を体験していました。 

氷下曳網漁 
町の話題 
健康家族 
お知らせ 
戸籍の窓 
わが家のアイドル 
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小川原湖で氷下曳しじみ漁 


